
日（曜） 行 事

１日（水）ＰＴＡ朝の登校指導
２日（木）授業参観・学級PTA・PTA専門部会

たんぽぽ学級，ひまわり学級進級を祝う会
３日（金）６年生を送る会・お別れ遠足
12日（日）かがやきの会主催愛校作業
15日（水）ＰＴＡ朝の登校指導

子どもを台所に立たせていますか？ 16日（木）卒業式予行
17日（金）移動図書（全学年回収）

校長 長田 正浩 21日（火）【祝】春分の日
立春（２／４）を過ぎ，暦の上では春を迎えました。今年 23日（木）卒業式

も芳樹園（ほうじゅえん）の緋寒桜（ヒカンザクラ）が満開 24日（金）修了式・離任式
です。また，校内のあちこちの桜の木も，きれいな花を咲か
せはじめました。近くにお越しの際は，ぜひ御覧いただけれ
ばと思います。
さて，１月２５日（水），喜界町休養村管理センターで，４

年ぶりに「令和４年度喜界町学校保健研究大会」を開催しま 1月21日（土）に町教育委員会主催の「やる気塾」が開催されました。
した（本校が当番校）。講師に，「子どもがつくる『弁当の日』」の提唱者でいらっ これまでのやる気塾は，個別学習やプログ
しゃる竹下和男先生をお招きし，「『弁当の日』で育つ力」という演題で御講演を ラミング教室など室内での活動でしたが，今
いただき，多くのことを学びました。 回は「火起こし体験」ということで，本校か
中でも，講演の中であった「はなちゃんのみそ汁」の話は，拝聴していたほとん らも多くの子どもたちが参加しました。

どの方が，とても感動されていた様子でした。私も涙をこらえることができません 子どもたちは，体験活動を通して「火の大
でした。概要は「母親が乳がんになり，５歳の娘のはなちゃんにみそ汁の作り方を 切さ」や「火の危険性」について学習できた
教え，母親が亡くなった後も，はなちゃんが（５歳の時から）お父さんのためにみ ようです。また，自分たちの起こした火で焼
そ汁を作り続けた。」というお話でした。はなちゃんは，成長していく中で，みそ いたマシュマロやウインナーは格別に美味し
汁だけではなく，その他の料理も作り方を自分で学び，６年生になるころには，た かったようです。
くさんの料理が作れるようになったそうです。今は大学生になったはなちゃん。み ご協力いただいた埋蔵文化センターの皆さ
そ汁づくりをきっかけに台所に立ったことで，自立の基礎や心豊かに生きていく力 ん。ありがとうございました。
などを身に付けたのではないかと思うことでした。まさに先生が提唱されている子
どもが台所に立ち，自分で弁当を作る「弁当の日」の実践と相通じることだと思う
ことでした。いつかは本校でも「弁当の日」を実践できればと思うと同時に，各家
庭でも子どもたちに家事（料理，洗濯，掃除など）に取り組ませ，自立の基礎や心
豊かに生きていく力などを身に付けさせることが親としての大事な役目の一つでは
ないかと思うことでした。 1月27日（金）には，喜界中学校で入 2月7日（火），２年生が生活科見学
余談ですが，１０数年前に，妻が竹下先生の講演を拝聴する機会があり，高校生 学説明会が行われ，本校からも６年生12 で「ＪＡあまみ」の選果場の見学に行

の娘に講演のことを話したところ，娘が担任の先生に「感謝弁当」を作るという実 名が参加しました。 きました。出荷の仕方や美味しい野菜
践をしたことがありました。その時に担任の先生からいただいた手紙を紹介します。 参加した子どもたちは，緊張した面持ち の見分け方など，たくさんのことを教
また，その娘が，今回竹下先生の講演を拝聴した後に，さっそく３歳の息子と一緒 で，中学校の先生方や生徒会の役員の話を えていただきました。選果場のみなさ
に台所に立ち，楽しそうに晩ご飯を作っている姿が，微笑ましかったです。不思議 聞きいていました。説明会後の授業参観で ん，お忙しい中，対応していただきあ
なご縁を感じました。 は，中学生が子どもたちを歓迎するように りがとうございました。

笑顔で迎えてくれました。そのおかげで緊
〈先生の手紙から〉 張もほぐれ，中学校入学への期待に胸を膨
昨日，○○さんに「お弁当を作ってきます」と言われ，今日とてもとても らませていた子どもたちでした。

かわいらしいお弁当をいただきました。職員室でお弁当箱をあけたとき，他 校内でも，卒業に
の先生方からのお褒めの言葉に，私の低い鼻も数センチ高くなった気分でし 向けて文集づくりや
た。日頃のお母様の御指導が目に浮かぶようで一口一口ありがたくいただき 壁画制作が始まって
ました。急な手紙で申し訳ありません。あまりの感激に筆をとりました。 います。
まずはお礼まで。 ※文面一部省略 卒業に向けて

頑張れ６年生！
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1月26日（木）に，「お弁当の日」の提唱者である竹下 和男先生を講師にお招 2月10日（金），「漢字能力検定」実施しました。
きして，子どもたち対象の「食に関する授業」を実施しました。 今回は，保護者や一般の方の参加も多く，早町校
食べることの大切さに加えて，親子で一緒に 区の教育に対する関心の高さが感じられました。

食事を作ることの大切さや「お弁当の日」の実 子どもたちも，一般の受検者が同じ教室にいるこ
践を通して子どもたちが変容していく様子な とで，ほどよい緊張感をもって検定に臨めたようで
ど，たいへん貴重な学びとなりました。前日に す。年間を通して漢字の練習に一生懸命取り組んで
は，「町学校保健研究大会」でも貴重な講演を きた成果が，発揮されたことと思います。
いただいたので，保護者の中にも聞かれた方が 結果は，３月中旬頃にお知らせする予定です。
多いのではないでしょうか。
子どもたちの感想には，「おうちで一緒に作

ってみたいです。」というものが多く見られ，
心に残る授業となりました。これを機会に親子
でクッキングを実践してみてはいかがでしょ
う。 2月14日（火）に「新１年生体験入学・入学説明

子どもの感想より 会」を行いました。体験入学に参加した来年度の新入
生（８名）は，１年生のお兄ちゃん，お姉ちゃんに校
内を案内してもらったり，プレゼントをもらったりし
ながら，楽しい時間を過ごしていました。
令和５年度の入学式は，4月6日（木）です。在校

生と職員一同，元気な1年生の入学を楽しみにしてい
ます。

３～６年生が総合的な学習の時間で学習したことを
発表する「学習成果発表会」を2月16日（木）に実施
しました。喜界島の伝統文化や観光，郷土料理などに

２月の音楽の学習で「シマ唄・三味線」の授業を行いました。喜界島の唄者であ ついてくわしく調べ，分かりやすく発表することがで
り，本校職員でもある川畑さおりさんをスペシャルティーチャーになってもらい， きました。また，それぞれの学年に応じた発表方法の
喜界島に受け継がれる伝統文化を学びました。川畑先生のシマ唄や三味線に合わせ 工夫も見られ，充実した発表会になりました。これか
て太鼓をたたいたり，踊ったりしながら郷土の文化に親しむことができました。 らも，喜界島のよさを深く知り，大切に受け継いでい

ってほしいと思います。

【４年：喜界島の行事】

【６年：喜界島の郷土料理】

【３年：オオゴマダラについて】
【５年：サンゴラボ】

今日の三時間目の授業で，お弁当
の日について，かずお先生が教えて
くれました。はなちゃんが五才の時，
一人でごはんを作っているのがすご
いと思いました。

２年生児童




